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歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
室
の
入
口
に
は
、

明
治
、
大
正
時
代
の
桶
川
の
景
色
が
描
か
れ
た
水

彩
画
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
彩
画
を
描

い
た
の
は
、
現
在
も
旅
館
を
営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
武
村
旅
館
の
先
々
代
の
ご
当
主
、
武
村
徳
松
氏

で
す
。

今
回
は
、
資
料
調
査
の
成
果
に
基
づ
き
、
武

村
徳
松
氏
が
描
い
た
桶
川
の
風
景
に
つ
い
て
、
近

代
絵
画
の
歴
史
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

武
村
徳
松
氏
は
、
明
治
23

年
（
1
8
9
0
）
板

橋
区
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
、
ち
ょ
う

ど
日
本
の
洋
画
が
勃
興
し
た
頃
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
、
風
景
画
と
い
え
ば
、

観
念
的
な
理
想
郷
を
描
く
山
水
画
が
中
心
で
し

た
。
近
代
の
洋
画
で
は
、
画
家
自
身
が
目
に
し
、

感
動
し
た
日
本
の
風
景
を
そ
の
ま
ま
描
く
と
い
う

近
代
的
風
景
画
が
始
ま
る
の
で
す
。

明
治
30

年
頃
に
な
る
と
、
近
代
日
本
に
お
け

る
「
水
彩
画
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
大
下
藤
次
郎
を

中
心
と
し
て
、
水
彩
画
ブ
ー
ム
が
お
こ
り
ま
し
た
。

当
時
中
学
生
で
あ
っ
た
徳
松
氏
は
、
大
下
が
創
刊

し
た
美
術
雑
誌
『
み
づ
ゑ
』
を
師
と
し
、
水
彩
画

を
専
ら
独
学
で
描
き
は
じ
め
ま
し
た
。

徳
松
氏
は
、
東
京
の
郁
文
館
中
学
校
を
卒
業

後
、
明
治
42

年
（
1
9
0
9
）
頃
に
桶
川
に
移
り
、

武
村
旅
館
に
入
り
ま
し
た
。
徳
松
氏
は
、
後
年
、

こ
の
頃
の
こ
と
を
自
ら
語
っ
て
い
ま
す
。

「
桶
川
に
来
て
、
友
だ
ち
も
な
く
、
遊
ぶ
相
手

も
な
か
っ
た
の
で
、
町
内
を
回
っ
て
絵
を
描
い
て

い
ま
し
た
」
（
埼
玉
新
聞　

昭
和
45

年
12

月
15

日
）

徳
松
氏
は
、
当
時
の
水
彩
画
家
同
様
に
心
打

た
れ
る
風
景
を
探
す
「
歩
く
旅
」
を
、
こ
こ
桶
川

で
始
め
た
の
で
す
。

水
彩
画
の
普
及
に
努

め
た
大
下
藤
次
郎
は
、

明
治
44

年
（
1
9
1
1
）

に
、
41

歳
の
若
さ
で
没

し
ま
す
。
こ
の
頃
、
水

彩
画
は
劣
勢
と
な
っ
て

い
き
、
以
降
、
油
彩
画

中
心
の
画
壇
が
形
作
ら

れ
、
芸
術
家
の
個
性
に

絶
対
的
な
価
値
を
認
め

る
傾
向
が
強
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
受
け
て
か
、
徳
松
氏
の
絵
も
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
明
治
末
期
頃
の
水
彩
の
自
然

な
透
明
感
が
薄
ら
い
で
い
き
、
点
描
や
強
い
色

彩
を
用
い
る
な

ど
の
新
た
な
表

現
を
模
索
す
る

よ
う
に
な
り
ま

す
。さ

ま
ざ
ま
な

技
法
を
模
索
し

た
徳
松
氏
で
す

が
、
大
正
8

年

（
1
9
1
9
）
、

村
宗
旅
館
（
現

在
：
東
和
銀
行

桶
川
支
店
）
の
絵
を
描
き
ま
す
。
こ
の
絵
に
は
、

試
行
を
重
ね
た
強
烈
な
個
性
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
徳
松
氏
の
澄
ん
だ
ま
な
ざ
し
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
水
彩
画
の
繊
細
で
透
明
感
に
終
始

す
る
こ
と
な
く
、
け
れ
ど
も
油
彩
画
の
強
烈
な
色

彩
と
生
命
感
あ
ふ
れ
る
筆
致
を
前
面
に
出
す
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
絵
か
ら
は
、
た
だ
そ
の
季
節
の
描
写
だ

け
で
は
な
く
、
2

月
の
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の

清
々
し
い
空
気
感
が
見
事
に
表
現
さ
れ
、
徳
松
氏

の
画
業
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
と
感
じ
る
の
で

す
。
こ
れ
が
、
徳
松
氏
が
た
ど
り
つ
い
た
独
自
の

ス
タ
イ
ル
、
す
な
わ
ち
「
徳
松
氏
に
お
け
る
水
彩

画
と
油
彩
画
の
融
合
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
カ
メ
ラ
が
一
般
に
普
及
し
て
い
な
い

時
代
。
徳
松
氏
が
描
い
た
水
彩
画
は
、
近
代
桶
川

の
風
景
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で

す
。
過
ぎ
去
っ
た
時
を
生
き
た
人
々
の
心
の
中
に

し
か
残
っ
て
い
な
い
桶
川
の
風
景
が
、
今
も
色
あ

せ
る
こ
と
な
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
今
回
ご
紹
介
し
た
風
景
画
全
て
が
展
示
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
歴
史
民
俗
資
料
館
】

武
村
徳
松
氏
が
描
い
た
桶
川

▶
「
川
田
谷
荒
川
」
明
治

41
年

岸
に
接
岸
す
る
舟
は
、
か

つ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
舟
運

の
名
残
を
伝
え
て
い
ま
す
。▶

「
無
題
」

制
作
年
不
詳

武
村
旅
館
の
向
か
い
側
を
描
い
た
大

正
前
期
の
絵
と
思
わ
れ
ま
す
。

棒
手
売
（
ぼ
て
ふ
り
）
と
自
転
車
が

一
枚
の
絵
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

����
�������

�������

����

��������� ���������
���������������

▲「無題」大正８年

中山道桶川宿の伝統を伝える村

宗旅館。中山道に面して建てら

れていたこれらの建物も、今は

見ることができません。
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